
議決結果（議案・陳情）・意見書

第16号（7）

少
人
数
学
級
の
早
期
実
現
を
求

め
る
意
見
書

国
は
、平
成
13
年（
2
0
0
1

年
）「
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の

学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の

標
準
に
関
す
る
法
律
」を
改
正

し
、都
道
府
県
の
判
断
で
、40
人

を
下
回
る
学
級
の
設
置
を
可
能

に
し
た
。そ
の
結
果
、全
国
で
少

人
数
学
級
の
導
入
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
。

文
部
科
学
省
に
よ
る
と
、公

立
小
中
学
校
で
、少
人
数
学
級

を
導
入
し
て
い
る
都
道
府
県

は
、平
成
16
年
度（
2
0
0
4
年

度
）は
42
道
府
県
に
拡
大
す
る

と
の
見
通
し
で
あ
る
こ
と
か

ら
、現
在
少
人
数
学
級
を
実
施

し
て
い
な
い
の
は
、東
京
都
、岐

阜
県
、香
川
県
、佐
賀
県
、石
川

県
の
み
と
な
る
。

既
に
少
人
数
学
級
を
導
入
し

た
自
治
体
の
学
校
で
は
、「
子
ど

も
た
ち
が
落
ち
つ
い
て
き
た
」

「
発
言
の
時
間
が
ふ
え
た
」「
き

め
細
か
い
指
導
が
効
果
的
に
で

き
る
」な
ど
の
評
価
が
出
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
。

学
校
週
5
日
制
及
び
新
学
習

指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
て
2
年

が
過
ぎ
た
が
、指
導
内
容
の
削

減
等
で
、児
童
・
生
徒
の
学
力
低

下
の
懸
念
が
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、ど

の
子
に
も
わ
か
る
授
業
、行
き

届
い
た
教
育
、よ
り
心
を
豊
か

に
培
う
環
境
、そ
し
て
学
級
の

安
全
上
に
お
い
て
も
、少
人
数

学
級
の
早
期
実
施
は
、子
ど
も

は
無
論
、保
護
者
、教
職
員
、市

民
の
共
通
の
願
い
で
あ
る
。

平
成
6
年（
1
9
9
4
年
）日

本
が
批
准
し
た「
子
ど
も
の
権

利
条
約
」29
条（
教
育
の
目
的
）

の
中
に
も
う
た
わ
れ
て
い
る

「
児
童
の
人
格
、才
能
並
び
に
精

神
的
及
び
身
体
的
な
能
力
を
そ

の
可
能
な
最
大
限
ま
で
発
達
さ

せ
る
こ
と
」の
条
件
整
備
の
た

め
に
も
、少
人
数
学
級
の
実
現

が
急
が
れ
る
。

よ
っ
て
西
東
京
市
議
会
は
、

東
京
都
に
お
い
て
少
人
数
学
級

を
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

【
提
出
先
】
東
京
都
知
事
、東

京
都
教
育
委
員
会
委
員
長

緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付

金
の
継
続
・
改
善
を
求
め
る
意

見
書長

引
く
不
況
の
も
と
で
、雇

用
・
生
活
不
安
が
拡
大
し
て
い

る
。そ
の
上
、連
続
し
て
年
金
・

医
療
・
介
護
な
ど
の
社
会
保
障

制
度
の
給
付
削
減
と
負
担
増
に

よ
っ
て
、「
生
活
が
苦
し
い
」と
感

じ
て
い
る
人
が
急
増
し
、自
殺

者
は
1
年
間
で
3
万
人
、1
日

100
人
以
上
に
も
上
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、失
業
者
の

就
労
対
策
事
業
と
し
て
、政
府

は
1
9
9
9
年
か
ら
3
年
間
、

緊
急
地
域
雇
用
特
別
交
付
金

（
2
千
億
円
）を
実
施
し
た
。そ

の
後
も
、2
0
0
2
年
か
ら
2

0
0
5
年
3
月
ま
で
緊
急
地
域

雇
用
創
出
特
別
交
付
金（
3
千

500
億
円
、補
正
で
800
億
円
追
加
、

以
下「
交
付
金
」と
い
う
。）が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
交
付
金
は
、雇
用
期
間

が
6
カ
月
で
、予
算
額
が
少
額

で
あ
る
こ
と
な
ど
の
弱
点
を
持

ち
な
が
ら
も
、政
府
が
実
施
し

て
き
た
数
あ
る
雇
用
対
策
の
中

で
唯
一
実
績
を
上
げ
、失
業
者

の
つ
な
ぎ
就
労
と
し
て
の
役
割

を
不
十
分
な
が
ら
も
果
た
し
て

い
る
。と
こ
ろ
が
、こ
の
交
付
金

は
2
0
0
5
年
3
月
に
終
了

し
、政
府
は
、そ
の
後
の
対
応
策

に
つ
い
て
明
確
な
方
向
を
示
し

て
い
な
い
。交
付
金
事
業
を
最

初
に
実
施
し
た
1
9
9
9
年
の

完
全
失
業
率
は
4
％
台
で
し
た

が
、現
在
は
5
％
台
、完
全
失
業

者
は
350
万
人
以
上
に
上
り
、雇

用
・
失
業
情
勢
が
好
転
す
る
状

況
に
は
な
く
、今
後
一
層
悪
化

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、国
に
お
い
て
こ
の

交
付
金
を
、失
業
者
に
対
す
る

就
労
対
策
事
業
と
し
て
継
続
し

て
実
施
さ
れ
る
よ
う
下
記
事
項

に
つ
い
て
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

1

現
在
、実
施
し
て
い
る
緊

急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付

金
を
、2
0
0
5
年
度（
平
成

17
年
度
）以
降
も
継
続
し
て

実
施
す
る
こ
と
。

2

継
続
に
当
た
っ
て
は
、失

業
者
の
就
労
に
役
立
つ
よ

う
、実
施
要
綱
や
運
用
方
法

な
ど
、実
施
主
体
で
あ
る
地

方
自
治
体
が
運
用
し
や
す
い

よ
う
改
善
す
る
こ
と
。

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

財
務
大
臣
、厚
生
労
働
大
臣

地
方
分
権
を
確
立
す
る
た
め
の

真
の
三
位
一
体
改
革
の
実
現
を

求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、参

議
院
議
長
、内
閣
総
理
大
臣
、

経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
、

総
務
大
臣
、財
務
大
臣
、経
済

産
業
大
臣
、文
部
科
学
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、農
林
水
産

大
臣
、国
土
交
通
大
臣

農
業
委
員
会
の
必
置
規
制
の
堅

持
と
交
付
金
の
維
持
・
確
保
に

関
す
る
意
見
書

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣
、農
林
水
産
大
臣

教
育
基
本
法
の
早
期
改
正
を
求

め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣

遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
等
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
東
京
都
知
事

● 市税条例 
● 印鑑条例 
● 市立児童館条例 
● 保谷都市計画事業保谷駅南口地区第一種市
街地再開発事業施行に関する条例 

● 市立学校施設使用条例 
● 市税条例の一部を改正する条例の専決処分に
ついて 

● 都市計画税条例の一部を改正する条例の専決
処分について 

● 工事請負契約の締結について((仮称)合併記
念公園整備工事等) 

● 工事請負契約の締結について(防災行政無線
更新工事) 

● 地方分権を確立するための真の三位一体改革
の実現を求める意見書 

● 少人数学級の早期実現を求める意見書 
● 緊急地域雇用創出特別交付金の継続・改善を
求める意見書 

● 遺伝子組み換え作物等のガイドライン策定を求め
る意見書 

● 農業委員会の必置規制の堅持と交付金の維持・
確保に関する意見書 

● 教育基本法の早期改正を求める意見書 

　
　
　
結
　
　
　
　
果
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所
属
・
無
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市
民
の
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1
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1
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市
民
ク
ラ
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2
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生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
３
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由
民
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党（
5
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民
主
党
西
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5
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由
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） 

日
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党（
7
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改
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6月定例会　議案の議決結果一覧  　○賛成　×反対　△ 一部反対　－欠席 

会　　　派 

（　）は所属議員数 

件　　　名 

○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 
 

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 
 
○ × ○ ○ ○ × ○ × × 可決 

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 承認 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 承認 
 
○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ― 同意 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同意 
 
 
 
 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 
 
 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決 
 
○ × ○ ○ ○ × △ × × 可決 

意
見
書関
係
機
関
へ

長
崎
県
佐
世
保
市
の
小
学
校

で
起
き
た
、
6
年
生
の
女
子
児

童
が
同
級
生
を
ナ
イ
フ
で
殺
害

し
た
事
件
は
、
世
の
中
を
震
撼

さ
せ
た
。

ネ
ッ
ト
の
闇
の
部
分
が
、
10

代
初
め
の
子
ど
も
た
ち
に
ま
で
、

し
か
も
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
深
刻

な
影
を
落
と
し
て
い
た
と
は
驚

く
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

今
や
こ
の
一
歩
手
前
の
出
来
事

が
日
常
的
に
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
ネ
ッ
ト
の

便
利
さ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

危
う
さ
、
怖
さ
を
も
教
え
、
子

ど
も
を
ガ
ー
ド
す
る
の
が
大
人

の
責
任
で
あ
ろ
う
。

友
達
関
係
な
ど
の
悩
み
を
一

人
で
抱
え
る
の
で
は
な
く
、
同

じ
よ
う
に
相
手
も
悩
ん
で
い
る

こ
と
を
知
り
、
そ
し
て
、
自
分

の
考
え
や
気
持
ち
を
言
葉
で
き

ち
ん
と
表
現
で
き
る
術
を
知
っ

て
い
た
ら
、
こ
の
事
件
は
防
げ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

命
の
尊
さ
、
親
と
子
の
関
係
、

友
達
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、

今
こ
そ
話
し
合
っ
て
み
る
べ
き

だ
と
思
う
の
は
私
一
人
で
は
な

い
と
思
う
。

（
Y
）

請
願
・
陳
情
の
結
果

（

）
は
付
託
委
員
会

採
択
さ
れ
た
も
の

○
少
人
数
学
級
の
実
現
を
求
め

る
陳
情
　
　
　
　
　
（
文
教
）

○
住
吉
町
六
丁
目
都
営
住
宅
跡

地
利
用
に
関
す
る
陳
情
〈
趣

旨
採
択
〉

（
建
設
環
境
）

○
保
谷
跨
線
人
道
橋
の
改
修
整

備
を
求
め
る
陳
情（

建
設
環
境
）

○
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交

付
金
の
継
続
・
改
善
を
求
め

る
陳
情

（
建
設
環
境
）

○
大
規
模
小
売
店
舗
（
イ
オ
ン
）

の
営
業
時
間
に
関
す
る
陳
情

〈
趣
旨
採
択
〉
（
建
設
環
境
）

○
イ
オ
ン
西
東
京
田
無
店
出
店

に
関
す
る
陳
情
〈
趣
旨
採
択
〉

（
建
設
環
境
）

不
採
択
と
な
っ
た
も
の

○
中
央
防
災
会
議
に
浜
岡
原
発

震
災
専
門
調
査
会
の
設
置
を

求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
陳

情
（
2
件
）

（
企
画
総
務
）

○
市
民
活
動
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

を
市
庁
舎
内
に
設
置
を
求
め

る
陳
情

（
企
画
総
務
）

○
教
科
用
図
書
採
択
に
際
し
教

科
担
当
教
員
の
専
門
性
を
有

効
活
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

維
持
を
求
め
る
陳
情
（
文
教
）

○
教
科
用
図
書
採
択
に
際
し
保

護
者
代
表
の
委
員
の
選
考
法

の
変
更
を
求
め
る
陳
情
　

（
文
教
）

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
5
％
助

成
に
関
す
る
陳
情（

建
設
環
境
）

○
保
谷
駅
南
口
再
開
発
計
画
の

縮
小
を
求
め
る
陳
情

(

駅
周
辺
再
開
発
等)

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
住
吉
公
民
館
の
移
転
に
関
す

る
陳
情

文
教
）

○
住
吉
公
民
館
存
続
に
関
す
る

陳
情

（
文
教
）

○
下
保
谷
図
書
館
を
現
在
の
位

置
で
建
て
か
え
、
存
続
さ
せ

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情（

文
教
）

○
下
保
谷
図
書
館
の
存
続
を
求

め
る
陳
情

（
文
教
）

○(

仮
称)

こ
ど
も
の
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
障
害
児

支
援
の
陳
情

（
厚
生
）

○
大
規
模
学
童
ク
ラ
ブ
解
消
を

求
め
る
陳
情

（
厚
生
）

○
住
吉
福
祉
会
館
改
築
に
関
す

る
陳
情

（
厚
生
）

○
保
谷
駅
南
口
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
に
関
す
る

陳
情

(

駅
周
辺
再
開
発
等)

編

集

後

記

編

集

後

記 

編

集

後

記 

陳
情
の
結
果


